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決 算 状 況
　平成３０年度の一般会計及び特別会計の決算が９月定例議会で審議され認
定されました。
　 一 般 会 計 で は 歳 入 決 算 額 ３ ９ 億 ３ ８ ８ ５ 万 円、 歳 出 決 算 額
３８億１５６０万円、歳入歳出差引額は１億２３２５万円ですが、繰越額が
含まれているため実質収支は９７６３万円となりました。歳出決算額は前年
度対比４．６％、１億６８７５万円の増額となりました。
　村営水道事業などの特別会計の歳出は全会計で８億２３６０万円。前年度
に比べ９９６０万円の減額となりました。

平成 30 年度

歳
入

歳
出

歳出総額
38億1,560万円

18 億 2,073 万円
 47.7％

5億1,869 万円
13.6％

5億729 万円
13.3％

6 億 6,310 万円
17.4％

2億1,470 万円
 5.6％

人件費

扶助費

公債費

その他

普通建設事業費

9,109 万円
2.4％

災害復旧事業費

【その他内訳】
補助費等 7 億 9,565 万円
物件費 4 億 6,459 万円
繰出金 3 億 9,441 万円
積立金 1 億 60 万円
維持補修費 6,548 万円

1 億 1,723 万円 3.0％
【交付金等内訳】

地方消費税交付金 7,820 万円
地方譲与税 2,766 万円
自動車取得税交付金  658 万円
株式譲渡所得割交付金 114 万円
配当割交付金 137 万円
地方特例交付金 147 万円
利子割交付金 81 万円

2 億 7,338 万円 6.9％
【その他内訳】

繰入金  1 億 2,100 万円
諸収入 8,416 万円
繰越金 4,542 万円
財産収入 1,964 万円
寄付金 316 万円

　
9
億
5,
60
5

万円
24.2

％　29億
8,280

万
円
 75.8％

15 億 9,646 万円15 億 9,646 万円
40.5％40.5％

7 億 1,701 万円
18.2％

歳入総額

1 億 4,447 万円
3.7％

4,024 万円 1.0％
2,383 万円 0.6％

6 億 1,860 万円
15.7%

39億3,885万円

県支出金

 分担金及び負担金
 使用料及び手数料

 その他

 交付金等

村債

地方交付税地方交付税

村税

国庫支出金国庫支出金
4 億 763 万円4 億 763 万円

10.4％10.4％

●財政用語【主な歳入】
〇村税…個人・法人村民税、固定資産税、
　軽自動車税、たばこ税など
〇村債…村の借入金、事業を行うため国の
　許可を得て借りたお金
〇地方交付税…村が標準的な仕事をする際
　に不足する財源を村の財政状況に応じて
　国が交付するお金
〇国・県支出金…特定の目的のために国や
　県から交付されるお金

●財政用語 【主な歳出】
◆人件費…職員の給与、議会議員の報酬、各種委員会
　委員の報酬など
◆扶助費…各種医療費の助成や児童手当、高齢者・
　障害者福祉費など
◆公債費…借入金（村債）を返済するためのお金
◆普通建設事業費…道路や橋梁など公共施設の建設費



3 10

★
議
会　
　
　
　
　
　

・
議
員
報
酬
等	

２
７
０
１
万
円

★
総
務
課

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
光
化
促
進
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　

	
３
億
６
６
０
１
万
円

・
後
期
基
本
計
画
策
定
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	　

２
４
３
万
円

・
茶
屋
町
村
有
住
宅
解
体
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

		
	

３
０
６
万
円

★
住
民
課

・
旧
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
解
体
工

　

事
負
担
金　
　
　

	
	

３
４
６
０
万
円

・
第
３
分
団
ポ
ン
プ
車
庫
建
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

９
５
９
万
円

・
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

２
５
４
５
万
円

・
地
域
公
共
交
通
運
行
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

１
９
５
９
万
円

・
す
こ
や
か
子
育
て
応
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

３
８
５
万
円

★
福
祉
健
康
課

・
社
会
福
祉
協
議
会
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

２
３
４
９
万
円

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
用
地
整
備
事		

　

業　
　
　
　
　
　
　

	

１
０
９
１
万
円

・
福
祉
医
療
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

１
８
１
１
万
円

・
長
寿
祝
金　
　
　
　
　

	

２
８
８
万
円

★
産
業
振
興
課

・
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　

	　
　
　

８
９
８
万
円

・
村
有
林
作
業
道
開
設
事
業
（
新
庁
舎

　

建
材
搬
出
用
）　
　

		　

５
２
９
万
円

・
木
楽
舎
ト
イ
レ
改
修
お
よ
び
浄
化
槽

　

撤
去　
　
　
　
　

		　

	

５
１
８
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
助
成
金　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

３
４
５
万
円

★
建
設
水
道
課

・
村
道
長
野
殿
線
改
良
事
業
（
大
桑
橋

　

整
備
工
事
）　		

４
億
６
７
３
５
万
円

・
村
道
大
島
線
改
良
工
事

　

	　
　
　
　

	　
　
　

	

４
５
８
１
万
円

・
大
桑
橋
旧
橋
撤
去　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

	

１
２
０
０
万
円

・
大
曲
宅
地
造
成
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
１
１
９
９
万
円

・
住
宅
新
増
改
築
補
助
金
（
19
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
５
７
２
万
円

・
合
併
処
理
浄
化
槽
保
守
点
検
委
託　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

３
４
０
万
円

★
教
育
委
員
会

・
大
桑
小
学
校
プ
ー
ル
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

２
３
６
４
万
円

・
保
育
園
運
営
事
業　

		

４
９
８
１
万
円

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

１
５
６
２
万
円

・
ス
ポ
ー
ツ
公
園
管
理
業
務
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

７
８
０
万
円

一
般
会
計
の
主
な
事
業

　１年間の収入と収支を
比べ、赤字の割合を示す
ものです。村の普通会計
および特別会計のいずれ
についても黒字でした。

　収入に対する借金の返
済額の割合で、借金の額
が適正かを判断する数値
です。２５％を超えると
村債の借り入れが制限さ
れます。

　村が将来負担する可能
性のある実質的な借金が
年間収入に対しどれくら
いかの割合を示すもので
す。３５０％を超えると
早期健全化団体になりま
す。

　財政基盤の強さを表す
指標で、数値が１に近い
ほど財政に余裕があると
されています。

黒字のため数値なし ９．９％

２５.３％ ０．２５２

(９．２％)

(２９．１％)

( ー )

（０．２４６）

※（　）内は平成29年度の値

村たばこ税

村民税
固定資産税
軽自動車税

入湯税

1億9,045万円

127万円

30.8％

63.9％

0.2％

1.8％

3.3％

3億9,517万円

1,120万円

2,051万円

平成 30 年度 構成比
村税の内訳

村税総額 6億1,860万円 100％

事　業 歳入 歳出

村営水道事業
特別会計
国民健康保険事業
特別会計
農業集落排水事業
特別会計
公共下水道事業
特別会計

後期高齢者医療事業
特別会計

2億4,215万円 2億3,994万円

3億5,157万円 3億4,649万円

9,008万円

8,267万円 8,151万円

6,561万円 6,559万円

 9,080万円
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村 職 員 人 事 行 政　  の 運 営 等 の 状 況
「大桑村人事行政の運営等の公表に関する条例」に基づき　　　　　職員の勤務や給与条件などの状況について公表します。

4. 分限及び懲戒処分の状況 （ 平成 30年度 ）

処分の別

分限処分

懲戒処分

件数
0件

1件

(2) 年次有給休暇の状況（平成 30年中）
制度の概要 平均取得日数

1年につき
20日付与 7.6日

5. 職員の服務の状況

営利企業等の従事許可の状況（平成 30年度）

報酬を得て事業
もしくは事務に
従事する場合

0件 0件

申請件数 許可件数区分

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

開始時刻 休憩時間 週休日・休日

午前8時3 0分

午後5時15分

正午

午後１時

・土曜日および日曜日
・祝日法に規定する休日
・12月29日から翌年

　 1月3日まで

～

(1) 職員の勤務時間（平成 31年 4 月 1 日現在）

終了時刻

6月期　1.600
12月期　1.750

計　3.350

期末手当支給割合給料(報酬)月額区　分

村　長

副村長

教育長

議　長

副議長

委員長

議　員

695,000円

610,000円

553,000円

242,000円

169,000円

156,000円

149,000円

(7) 特別職の給料(報酬)月額（平成 31年 4 月 1 日現在）

区　分 件数

勤務条件に関する措置の要求の状況 0件

不利益処分に関する不服申し立ての状況 0件

８. 公平委員会の報告事項

区分

職務遂行中の負傷

件数
1件

（2）公務災害の発生状況（平成 30年度）

区分

人間ドック

成人病健診

対象者

30歳以上
30歳未満

受診者数

50人
21人

7. 職員の福祉および利益の保護の状況

（1）職員の定期健康診断の状況（平成 30年度）

※非常勤職員を含む

区分 件数

0件

（3）利益の保護の状況（平成 30年度）

不利益処分に関する
不服申し立てに係る
書類の交付件数

6. 職員の研修等の状況 （平成 30年度）

区分 研修内容 受講者数

5 人

3 人

職場管理、指導能力の向上

2 人
1 人
1 人

新規採用職員研修 法令・制度等基礎的知識の習得

1 人

4 人

クレーム対応力の取得 2 人

全国市町村
国際文化研修

財産管理事務と契約実務の取得

償却資産評価に必要な知識を習得償却資産事務研修

法令実務、法務の基礎と実務
これからの農業を考える
交通不便地域を考える

部課長研修 管理職が担うべき役割、市町村
行政の構築 2 人

2 人

職務上必要な一般知識の取得

財産管理と
契約実務研修

係長研修

CS･接遇向上研修

一般職員研修

財務会計制度の基礎知識の取得

1 人防災と危機管理
研修

中堅職員研修 中堅職員として必要な知識の向上 2 人

債権者管理
事務研修 債権回収処理の知識習得 1 人

会計事務研修

避難勧告･避難指示発出の考え方

1 人

法制執務研修 1 人法制関係の専門知識の習得

（平成 30年度）
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村 職 員 人 事 行 政　  の 運 営 等 の 状 況
「大桑村人事行政の運営等の公表に関する条例」に基づき　　　　　職員の勤務や給与条件などの状況について公表します。

2. 職員の給与の状況2. 職員の給与の状況

※給与費は、当初予算に計上した額です。

（4）職員手当の状況（平成 31年4 月 1 日現在）
職　員 特定幹部職員

支給期 勤勉手当 期末手当期末手当 勤勉手当
6 月期 1.300 月分 0.925 月分 1.100月分 1.100月分
12月期

計
1.300月分 0.925 月分 1.100月分 1.125月分
2.600月分 1.850 月分 2.200 月分 2.250 月分 

（5）職員の初任給の状況（平成 31年 4 月1日現在）

高校卒

短大卒
大学卒

148,600 円

161,300 円
180,700 円

区　分 一般行政職

（3）職員の平均給料月額等（令和元年度一般会計）
一般行政職

平均給料月額 平均年齢
277,618 円 37.0 歳

（6）一般行政職の級別職員数（平成 31年 4 月 1 日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的
な職務
内容

主事 主任 主査 係長 課長
補佐

課長
技師

総括
課長上級主査 （主幹）

(上級
主幹 )

職員数
（人）

14 18 11 16 2 8 71

構成比
（％）

19.7 25.4 15.5 22.5 2.8 11.3

2

2.8 100.0 

住民基本台帳
人口（年度末）

3,800人 36億4,684万円 5億3,378万円 14.6％

年
度

30
29

歳出額 （Ａ） 人件費 （Ｂ）
人件費

比率
（Ｂ/Ａ）

(1) 人件費の状況（普通会計決算）

3,693人 38億1,560万円 5億1,869万円 13.6％

(2) 給与費の状況（令和元年度全会計）

144,500 円
職員数
（Ａ）

71人

給　与　費 1 人当たり
の給与費
(Ｂ/Ａ)給料 計（Ｂ）

234,342千円 
367,072千円 5,170千円職員手当

132,730千円

※一般行政職…行政一般の事務をす
る職員

1. 職員の任免および職員数に関する状況1. 職員の任免および職員数に関する状況

（4）その他の任用状況（平成 30年度） ( 単位：人 )
再任用制度による任用職員数
任期を定めた職員の採用数

0
0

(1) 職員の採用・退職の状況 ( 単位：人 )

54 1 3 56
5 0 1 6
1 0 0 1
8 0 0 8

68 1 4 71

職　種
一般事務
保 健 師
栄 養 士
保 育 士

計

H30.4.1
現在 退職者数 採用者数 H31.4.1

現在

0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

失職 出向 計定年 勧奨 普通 整理 死亡 分限 懲戒

(2) 事由別の退職者数（平成 30年度） ( 単位：人 )
退　職 免　職

区　分 30年度 元年度
職員数(人)

議会
総務
税務
民生
衛生
農水
商工
土木
小計
教育
小計

下水道
その他
小計

合　計

1
15
4

19
7
5
2
5

58
5
5

水道 1
2
2
5
68

0

0

3

一般行政
部門

特別行政
部門

公営企業等
会計部門

対前年
対比

※職員数は一般職に属する職員数です。

（5）部門別職員数

1
18
3
19
8
5
2
5
61
5
5
1
2
2
5
71 3

0

△1

1
0

0

0
0
0
0
0
0

（3）採用試験の実施状況（平成 30年度） ( 単位：人 )
職　種 申込者数 受験者数 採用者数

一般行政 8 8 3
保 健 師 1 1 1
保 育 士 0 0 0

3
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９
月
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学
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。
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す
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５
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作
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。
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植
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が
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。

　

稲
刈
り
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初
め
て
行
う
子
ど
も
た
ち

も
多
く
、
最
初
は
太
く
長
く
育
っ
た
稲

を
刈
り
取
る
の
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た

が
、
徐
々
に
慣
れ
て
く
る
と
、
稲
を
刈

る
役
、
刈
っ
た
稲
を
束
ね
る
役
に
分
か

れ
、
効
率
よ
く
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

刈
っ
た
稲
を
運
び
終
わ
っ
た
後
も
、

子
ど
も
た
ち
は
落
ち
穂
を
熱
心
に
拾
い

集
め
、
最
後
の
１
本
ま
で
無
駄
に
せ
ず

束
に
し
ま
し
た
。

　

稲
は
、
小
学
校
敷
地
内
で
乾
燥
さ
せ
、

脱
穀
、
精
米
を
行
い
、
最
後
は
自
分
た

ち
で
食
べ
る
予
定
で
す
。
刈
り
取
っ
た

稲
は
約
30
㎏
程
の
お
米
に
な
る
予
定
で

す
。

　

９
月
７
日
、
商
工
会
の
皆
さ
ん
43
人

が
阿
寺
渓
谷
の
草
刈
り
な
ど
の
環
境
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
に
マ
イ
カ
ー
規
制
が
解
除
さ

れ
、
阿
寺
渓
谷
入
口
か
ら
島
木
赤
彦
の

歌
碑
ま
で
の
約
３
キ
ロ
を
行
い
、
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
に
観
光
客
が
美
し
い
景
色
を

楽
し
め
る
よ
う
に
と
、
草
刈
り
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

秋
に
は
、
阿
寺
渓
谷
の
美
し
い
自
然

を
楽
し
む
た
め
、
散
策
や
写
真
撮
影
で

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
伸
び
た
草
で

川
が
見
え
な
い
と
い
う
声
も
あ
り
、
初

め
て
こ
の
時
期
に
環
境
整
備
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　　

　

５
月
か
ら
改
修
を
進
め
て
い
た
道
の

駅
大
桑
の
ト
イ
レ
が
完
成
し
、
９
月
６

日
か
ら
使
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ト
イ
レ
は
築
20
年
が
経
過
し
、
管
理

者
で
あ
る
国
土
交
通
省
飯
田
国
道
事
務

所
が
計
画
し
、
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
ト
イ
レ
が
利
用
者
に
と
っ
て

使
い
や
す
く
管
理
の
行
き
届
い
た
も
の

に
な
る
よ
う
に
と
、
３
回
に
わ
た
り
道

の
駅
関
係
者
な
ど
と
意
見
交
換
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
冬
季
に
は

お
湯
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
オ
ス

ト
メ
イ
ト
（
※
）
配
慮
ブ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
る
な
ど
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。

※
オ
ス
ト
メ
イ
ト
…
人
工
肛
門
や
人
工

　

膀
胱
の
保
有
者

▲落ち穂を集めて一束に

▲草刈りをする商工会の皆さん

▲新しいトイレ

▲稲刈りに挑む小学５年生たち

道
の
駅
新
ト
イ
レ
完
成

実
り
の
秋
を
体
験

阿
寺
渓
谷
環
境
整
備



7 10

　

９
月
４
日
、
野
尻
地
区
館
で
大
桑
村

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

対
象
者
は
77
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
88
歳

以
上
の
４
９
５
人
で
、
１
３
４
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
昨
年
は
台
風
21
号
の
影

響
で
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
前
年
度
に

77
歳
を
迎
え
ら
れ
た
人
の
う
ち
、
35
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
米
寿
を
迎
え
る
８
人
に

祝
い
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
代
表
で
挨
拶
を
行
っ
た
西
尾

太
さ
ん
（
野
尻
本
町
１
）
は
、
先
輩
方

の
指
導
の
下
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ

た
。
人
生
１
０
０
年
時
代
、
ま
だ
ま
だ

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

　

出
席
者
の
川
合
頼
一
さ
ん
（
弓
矢
下
）

に
健
康
維
持
の
秘
訣
を
聞
く
と
、
毎
日

の
農
作
業
や
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
な
ど

で
体
を
動
か
し
、
外
の
空
気
を
存
分
に

吸
う
こ
と
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

森
下
栗
子
さ
ん
（
川
向
）
は
、
仲
間

と
大
正
琴
を
20
年
以
上
続
け
て
い
る
こ

と
が
活
力
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、作
っ

て
い
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
喜
ん
で
く
れ

る
人
が
多
く
お
り
、
今
年
も
頑
張
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
が
わ
く
と
語
り
ま
し

た
。

　

毎
年
恒
例
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

会
場
の
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
行
わ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
分
食
事
や
仲
間

と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

認
知
症
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
、
映
画
監
督
の
関
口
佑
加

さ
ん
が
自
身
の
家
族
を
撮
っ
た
映
像
を

「
毎
日
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
」
と
し
て

ま
と
め
長
編
動
画
に
し
た
も
の
を
上
映

し
ま
す
。

　

２
回
目
の
上
映
の
前
の
午
後
２
時
30

分
か
ら
は
、
関
口
さ
ん
の
特
別
講
演
も

行
わ
れ
ま
す
。

　

内
閣
府
に
よ
る
と
、
認
知
症
高
齢
者

は
毎
年
増
加
し
て
お
り
、
２
０
２
５
年

に
は
高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症

患
者
と
な
る
見
込
み
で
す
。
認
知
症
を

理
解
す
る
機
会
と
し
て
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。

〇
開
催
日　

11
月
９
日
（
土
）

〇
上
映
開
始
時
間

　

①
午
前
10
時

　

②
午
後
３
時
30
分

　

③
午
後
６
時
30
分

〇
会
場

　

野
尻
地
区
館
ホ
ー
ル

〇
問
い
合
わ
せ

　

大
桑
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
＊
＊
55
‐
３
７
５
５

令
和
元
年
度
敬
老
会

認
知
症

啓
発
セ
ミ
ナ
ー

▲敬老会の様子 ▲抱負を語る西尾太さん

国民健康保険の減免制度
失業などで急に収入が減ってしまった場合や災害などで大きな損害を受けた場合など、次の
要件を満たすと、国保税や医療機関での窓口負担の支払いを減免することができます。

減免の要件
■災害等により国保加入者の財産が損失した場合
■農作物等の不作や病気・負傷、事業廃止や失業などで収入が激減した場合

役場窓口で申請して下さい。

問い合わせ先　　役場住民係　または　税務係　　℡＊＊５５‐３０８０
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９
月
25
日
、
砂
防
教
室
が
行
わ
れ
、

大
桑
小
学
校
４
年
生
が
参
加
し
ま
し

た
。
国
土
交
通
省
多
治
見
砂
防
国
道
事

務
所
上
松
出
張
所
の
職
員
を
講
師
に
、

土
砂
災
害
と
砂
防
施
設
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
建
設
中
の
蛇
抜
沢
砂
防

堰
堤
の
工
事
現
場
で
、
砂
防
施
設
の
役

割
や
土
砂
災
害
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
そ
の
後
、
現
場
の
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に

試
乗
し
た
小
学
生
た
ち
は
、
建
設
業
者

の
補
助
の
も
と
、
土
を
掘
り
上
げ
、
別

の
場
所
に
移
す
作
業
を
体
験
し
ま
し

た
。
手
元
の
レ
バ
ー
操
作
で
大
量
の
土

を
す
く
い
あ
げ
る
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
興
味

津
々
の
様
子
で
し
た
。

　

小
学
校
へ
戻
る
と
、
模
型
を
使
っ
た

土
石
流
の
実
験
と
降
雨
体
験
機
で
豪
雨

の
体
験
を
し
ま
し
た
。
土
石
流
の
実
験

で
は
、
砂
防
施
設
が
あ
る
場
合
と
な

い
場
合
の
土
砂
の
流
れ
方
の
違
い
を
観

察
、
砂
防
施
設
が
な
い
場
合
に
は
、
模

型
の
橋
が
土
砂
で
簡
単
に
流
さ
れ
て
し

ま
い
、
子
ど
も
た
ち
は
驚
い
て
い
ま
し

た
。
一
方
で
砂
防
施
設
が
土
砂
を
食
い

止
め
る
様
子
に
施
設
の
効
果
を
実
感
し

て
い
ま
し
た
。

　

須
原
宿
を
通
る
県
道
の
整
備
を
続
け

て
い
る
須
原
地
区
環
境
整
備
実
行
委
員

会
が
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
長
年
に
渡
っ
て
県
道
沿

い
の
草
刈
り
、
花
の
植
え
替
え
、
水
舟

設
置
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
環
境
美
化

活
動
で
大
き
な
功
績
を
お
さ
め
た
と
し

て
受
彰
に
至
り
ま
し
た
。　

　

８
月
29
日
、
木
曽
合
同
庁
舎
で
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
委
員
会
を
代
表
し
て
長

岡
功
さ
ん
（
須
原
本
町
）
が
感
謝
状
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
、
野
尻
地
区
館
で
野
尻
地

区
（
上
町
上
・
下
、
本
町
１
・
２
、
新

田
１
～
５
）
の
住
民
を
対
象
に
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
危
機
管
理
部
管
理
防
災
課
の

古
越
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
過
去
に
起

き
た
災
害
の
被
害
状
況
を
も
と
に
、
災

害
へ
の
心
構
え
を
学
び
ま
し
た
。

　

古
越
さ
ん
は
参
加
し
た
住
民
に
対

し
、
段
階
的
に
発
表
さ
れ
る
防
災
気
象

情
報
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
判

断
で
早
め
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　　　　

令
和
元
年
防
災
訓
練

▲模型を使って土砂の流れを観察 ▲バックホウの試乗と作業体験

長
年
の
環
境
美
化
活
動
に
表
彰

▲講義をする古越さん ▲感謝状を受け取る長岡さん

砂
防
教
室
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気
持
ち
の
よ
い
お
通
じ
は
健
康
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
わ
れ
、
便
は
体
内
の

調
子
を
知
る
貴
重
な
情
報
源
で
す
。
秋

は
夏
に
比
べ
て
水
分
摂
取
量
が
減
り
、

気
温
の
低
下
で
体
が
冷
え
て
便
秘
を
起

こ
し
や
す
い
時
期
で
す
。
そ
こ
で
今
回

は
、
お
通
じ
の
悩
み
「
便
秘
」
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

毎
日
排
便
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ

て
便
秘
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
便
秘
と
は
、

便
が
腸
内
に
滞
っ
て
本
来
体
の
外
に
出

す
べ
き
便
の
量
や
回
数
が
減
っ
て
ス
ッ

キ
リ
出
せ
な
い
状
態
を
い
い
ま
す
。
特

徴
と
し
て
、
排
便
回
数
の
減
少
（
３
～

４
日
間
以
上
排
便
が
な
い
）、
便
の
量

の
減
少
、
硬
く
乾
燥
し
た
便
、
強
く
い

き
ん
で
も
な
か
な
か
便
が
出
な
い
、
腹

痛
や
お
腹
の
張
り
、
排
便
後
の
残
便
感

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
排
便
習
慣
に
は
個

人
差
が
あ
り
、
回
数
が
少
な
く
て
も
生

活
に
支
障
が
な
く
過
ご
せ
る
人
も
い
る

た
め
、
こ
の
症
状
が
あ
っ
た
ら
便
秘
と

一
概
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

口
に
入
れ
た
食
べ
物
が
便
と
な
っ
て

排
出
さ
れ
る
ま
で
に
は
１
～
２
日
か
か

り
ま
す
。
食
べ
物
の
種
類
や
体
調
に

よ
っ
て
は
さ
ら
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

便
は
排
泄
さ
れ
る
ま
で
に
か
か
る
時

間
に
よ
っ
て
硬
さ
が
変
わ
り
ま
す
。
便

の
種
類
は
図
の
と
お
り
で
す
。
タ
イ
プ

３
か
ら
５
ま
で
が
正
常
な
範
囲
の
便
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
は
右
下
腹
部
か
ら
始
ま
り
、
お

腹
の
中
を
時
計
回
り
に
回
っ
て
、
肛
門

に
つ
な
が
り
ま
す
。
腸
に
あ
る
便
を
肛

門
に
向
け
て
押
し
出
す
た
め
に
、
大
腸

は
１
日
３
～
４
回
大
き
く
動
き
ま
す
。

胃
に
食
べ
物
が
入
る
と
大
腸
が
活
発
に

動
く
の
で
、
食
後
に
便
意
を
感
じ
る
こ

と
が
多
い
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
肛
門

の
上
に
あ
る
直
腸
に
便
が
貯
ま
る
と
、

脳
に
刺
激
が
伝
わ
り
便
意
が
生
ま
れ
ま

す
。
排
便
を
す
る
と
き
は
、
横
隔
膜
や

腹
筋
な
ど
様
々
な
筋
肉
が
働
い
て
便
を

押
し
出
し
ま
す
。

　

排
便
を
我
慢
す
る
と
、
便
は
直
腸
の

上
ま
で
押
し
戻
さ
れ
る
た
め
、
し
ば
ら

く
の
間
便
意
を
感
じ
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
便
秘
に
な
り
や
す
く
な
る
た
め
、

日
頃
か
ら
排
便
の
リ
ズ
ム
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

①
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
ま

し
ょ
う

　

食
べ
る
量
が
少
な
い
と
腸
に
貯
ま
る

便
の
量
は
増
え
ず
、
便
意
も
弱
く
な
り

ま
す
。
ま
ず
は
３
食
を
し
っ
か
り
と
り
、

１
日
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が

と
れ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
食
後
に
は
便
意
が
あ
っ
て
も
な
く
て

も
、
ト
イ
レ
に
行
き
ま
し
ょ
う

　

食
後
は
排
便
し
や
す
い
タ
イ
ミ
ン
グ

で
す
。
食
後
に
ト
イ
レ
タ
イ
ム
を
と
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
い
き
み
や
す
い
姿
勢
を
と
り
ま
し
ょ

う
　

洋
式
ト
イ
レ
で
は
、
や
や
前
か
が
み

に
な
り
、
か
か
と
を
浮
か
す
姿
勢
を
と

る
と
直
腸
と
肛
門
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
っ

て
便
を
出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

④
出
な
く
て
も
焦
ら
な
い

　

不
安
や
緊
張
が
強
い
と
腸
が
ス
ム
ー

ズ
に
動
か
な
く
な
る
た
め
、
ゆ
っ
く
り

呼
吸
を
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

⑤
適
度
に
運
動
し
ま
し
ょ
う

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
全
身
運
動
は

腸
の
運
動
を
活
発
に
さ
せ
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
な
い

場
合
は
、
腹
部
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
座
っ
た

状
態
で
膝
を
胸
ま
で
上
げ
る
も
も
上
げ

を
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

便
秘
に
は
、
他
の
病
気
と
関
係
し
て

い
る
も
の
か
ら
生
活
習
慣
や
ス
ト
レ
ス

に
よ
る
も
の
ま
で
原
因
は
様
々
で
す
。

つ
ら
い
症
状
が
長
く
続
く
場
合
や
便
が

い
つ
も
と
違
う
場
合
は
、
排
便
回
数
、

便
の
量
、
色
、
硬
さ
、
形
、
臭
い
を
観

察
し
て
医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

●
便
秘
と
は

●
食
べ
物
が
便
に
な
る
ま
で

●
排
便
の
し
く
み

●
快
便
に
な
る
た
め
に

●
便
の
状
態
を
観
察
し
ま
し
ょ
う

保健センター
だより

保健センター
だより

髙木　琴音　保健師髙木　琴音　保健師

保健センター保健センター
TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）

mail cent@vill.ookuwa.nagano.jpmail cent@vill.ookuwa.nagano.jp

お
通
じ
の
は
な
し
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℡
25
‐
２
２
１
２

E-m
ail	kisochi-kikaku@

pref.
nagano.lg.jp

　

令
和
２
年
度
の
地
域
発
元
気

づ
く
り
支
援
金
の
活
用
を
検
討

す
る
公
共
的
団
体
を
対
象
に
、

事
前
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
前
相
談
で
は
、
支
援

金
制
度
の
初
歩
的
な
事
か
ら
、

構
想
段
階
の
事
業
な
ど
、
支
援

金
全
般
に
つ
い
て
広
く
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

★
日
時

　

10
月
10
日
（
木
）
か
ら

　

11
月
29
日(

金)

　

※
土
日
祝
日
を
除
く

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

　

で
★
場
所

　

木
曽
合
同
庁
舎
内
会
議
室

★
対
象
団
体

　

木
曽
郡
内
に
事
務
所
が
あ

　

り
、
公
共
的
活
動
や
地
域
の

　

活
性
化
に
関
す
る
活
動
を
す

　

る
団
体

★
申
込
方
法

　

電
話
、
メ
ー
ル
に
よ
り
来
訪

　

希
望
日
時
を
連
絡
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

相
談
内
容
は
、
相
続
、
遺
言
、

贈
与
、
成
年
後
見
、
各
種
業
務

許
可
申
請
な
ど
で
す
。

★
日
時

　

10
月
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

★
開
催
場
所

　

木
曽
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　

３
階
和
室

問　

長
野
労
働
局

℡
０
２
６
‐
２
２
３
‐
０
５
５
１

　

年
次
有
給
休
暇
は
、
働
く
人

の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
使
用

者
が
、
労
働
者
の
請
求
す
る
時

季
に
与
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。　
　

　

４
月
か
ら
労
働
基
準
法
が
改

正
さ
れ
、
全
て
の
企
業
に
お
い

て
、
年
10
日
以
上
の
年
次
有
給

休
暇
が
付
与
さ
れ
る
労
働
者
に

対
し
て
、
年
次
有
給
休
暇
の
日

数
の
う
ち
年
５
日
に
つ
い
て

は
、
使
用
者
が
時
季
を
指
定
し

て
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

問　

木
曽
三
川
流
域
自
治
体
連

携
会
議
事
務
局

℡
０
５
２
‐
９
７
２
‐
３
６
１
５

E-m
ail		keiei@

jogesuido.
city.nagoya.lg.jp

　

木
曽
三
川
（
木
曽
川
、
長
良

川
、
揖
斐
川
）
流
域
の
市
町
村

内
で
撮
影
し
た
「
水
の
あ
る
風

景
」
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

だ
れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

★
応
募
期
限

　

11
月
30
日
（
土
）

★
応
募
方
法

　

写
真
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を

郵
送
ま
た
は
持
参
に
て
提
出

※
応
募
方
法
の
詳
細
な
ど
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

長
野
県
行
政
書
士
会
松
本

支
部

℡
０
２
６
３-

33-

７
１
６
６

　

10
月
は
行
政
書
士
制
度
広
報

月
間
で
す
。
県
行
政
書
士
会
で

は
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

★
申
込
期
限

　

11
月
11
日
（
月
）
必
着

★
申
込
書
類

・
受
験
申
込
書

・
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も

　

の
。
Ａ
３
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ

　

ズ
）

・
写
真
（
最
近
６
か
月
以
内
に

　

撮
影
さ
れ
た
も
の
を
履
歴
書

　

に
貼
付
）

・
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
ま

　

た
は
卒
業
見
込
証
明
書

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

★
申
込
方
法　

　

持
参
の
場
合
は
土
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
に
総
務
課
窓
口
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
の
場
合
は
配
達
記
録
な

ど
確
実
な
方
法
で
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

※
受
験
案
内
、
申
込
書
は
総
務

課
窓
口
ま
た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問　

木
曽
地
域
振
興
局
企
画
振

興
課

問　

総
務
課
総
務
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

村
で
は
令
和
２
年
度
に
採
用

す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

★
採
用
人
員

　

保
育
士
（
資
格
免
許
職
）

　

若
干
名

★
受
験
資
格

　

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
た
人
で
保
育
士
の
資
格

　

を
有
す
る
人
（
令
和
２
年
３

　

月
31
日
ま
で
の
取
得
見
込
み

　

の
人
を
含
む
）

★
試
験
内
容

〇
第
一
次
試
験

　

教
養
試
験
、
専
門
試
験
、
適

　

性
試
験

〇
第
二
次
試
験

　

作
文
試
験
、
面
接
試
験

★
日
時
・
場
所　

〇
第
一
次
試
験

　

12
月
１
日
（
日
）

　

大
桑
村
中
央
公
民
館

※
第
二
次
試
験
の
日
時
、
場
所

は
第
一
次
合
格
者
に
通
知
し
ま

す
。

情報掲示板

職
員
採
用

年
次
有
給
休
暇

取
得
の
促
進

元
気
づ
く
り
支
援

金
事
前
相
談

木
曽
三
川
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

行
政
書
士
無
料
相
談
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会場　①中央公民館、②野尻地区館、③須原地区館、④殿分館、
　　　⑤下在郷分館、⑥東分館、⑦野尻向分館、⑧村民体育館、
　　　⑨橋場分館、⑩その他
　　　※各教室とも随時参加者を募集しています。

教　室 会場 時間 開催日
①
②
①
⑩
②
①
①
④
②
②
①
⑨
③
①
②
①
⑧
③
⑧
⑧
③
②

14:00
19:30
19:00
10:00
10:00
9:30
9:00

10:00
10:30
19:30
19:00
13:00
13:00
19:00
14:00
19:00
13:30
19:30
14:00
14:00
13:00
13:30

６、20、27
６、20、27
７
９
20
13、17
５、19
15、16
20
７、14、21、28
５
５、12、19、26
12、26
６、13、20、27
９、23
11、25
11、18、25
５、12、19
２、16、30
９、23
12、26
28

英 会 話
英 会 話
手 話
日 本 語
押 し 花
パ ッ チ ワ ー ク
レ ザ ー ク ラ フ ト
陶 芸
Wakuラク♪手作り倶楽部
コ ー ル・マ ル ベ リ ー
ヒ ノ キ 三 味 線
詩 吟 大 桑
大 正 琴 糸 瀬 会
リフレッシュヨーガ
ヨ ガ
あ ゆ み 整 体
フ ラ ダ ン ス  < 昼 >
フ ラ ダ ン ス  < 夜 >
大桑ダンシングフレンズ
日本舞踊はなやぎ会
池 坊 仙 堂 会
笑 い ヨ ガ

11月の行事予定11月の行事予定
１金

２土

３日

４月

５火

６水

７木

８金

９土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

健康教室　10：00～（野尻地区館）

らくらく筋トレ教室　10：00～（野尻地区館）

来入児検診　13：30～（大桑小学校）

信濃美術館移動展「旅行者たちの記録」
（歴史民俗資料館）　　　　　　～１７日まで

会計窓口延長日　19：00まで
健康教室　10：00～（野尻地区館）

ゴールデンシューの日　15：00～（殿分館）

らくらく筋トレ教室　10：00～（野尻地区館）
女性セット健診　9：00～（下在郷分館）
まめ習慣講座
健康教室　10：30～（村民体育館）

中学校体験入学
らくらく筋トレ教室　10：00～（野尻地区館）

中学校体験入学

秋の健康料理教室　10：00～（保健センター）

健康教室　10：00～（野尻地区館）

らくらく筋トレ教室　10：00～（野尻地区館）

肺がんＣＴ　9：00～（村民体育館）
人権ふれあい講演会 13：30～（大桑小学校）
コール・マルベリー コンサート　13：00～

（歴史民俗資料館）

会計窓口延長日　19：00まで
健康教室　10：00～（野尻地区館）
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11月の緊急当番医

村の人口

（10月１日現在・住民基本台帳登録人数）

1,569世帯
（前月比　-5世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生
死　　　亡
転　　　入
転　　　出
総　人　口
（前月比）

1
3
1
3

1,794
(-4)

0
6
2
10

1,880
(-14)

1
9
3
13

3,674
（-18）

日 緊急医名 電話番号
 3日㈷ 原内科医院（木曽町） 22-2678
 4日㈪ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008
 10日㈰ 池口医院（大桑村） 55-2002
 17日㈰ 大脇医院（上松町） 52-2023
 23日㈷ 木曽みたけ診療所（木曽町） 46-2266
 24日㈰ 木曽ひよし診療所（木曽町） 26-2001

木曽病院（木曽町福島） ℡0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡0573-66-1251

秋
と
は
い
え
暑
さ
の
残
る
大
桑
村
ス
ポ
ー
ツ

公
園
で
園
児
た
ち
が
と
ち
の
実
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。

枝
か
ら
地
面
に
落
ち
た
と
ち
の
実
を
拾
い
、

形
や
大
き
さ
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。た
く
さ

ん
の
と
ち
の
実
を
保
育
園
へ
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

園
児
は
と
ち
の
実
を
未
満
児
に
も
少
し
お

す
そ
分
け
し
た
よ
う
で
す
。未
満
児
た
ち
は
コ

ロ
コ
ロ
と
転
が
る
と
ち
の
実
を
と
て
も
気
に

入
っ
て
遊
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

表
紙

よ
せ
て

に

〇広報９月号の掲載記事について、以下のとおり誤り
　がありましたのでお詫びして訂正いたします。
P.11 村民のうごき
【誤】樋田　靜絵　【正】樋田　靜枝

P.11 10月の行事予定
22日（火）は祝日のため、会計業務及び健康教室は
行われません。

９月27日 大桑中学校桑華祭

９月21・22日 おもちゃインストラクター養成講座

９月14日 資料館コンサート ９月６日 木曽郡中学校陸上競技大会


